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事業説明資料

○

公共用水域の水質保全と生活環境および公衆衛生の向上

住宅散在地域（公共下水道、農業集落排水、コミュニティプラントによる集合処理区域外）を対象に、浄化槽
による汚水の適正な処理を推進するため。

○浄化槽設置事業補助金
集合処理区域外を対象として、浄化槽設置に要する費用への補助（個人設置型） 80基

浄化槽事業費

担当課長

事業手法の詳細１

浄化槽事業 79,465千円
平成30年度までは、「市設置型」による浄化槽整備を主体としていたが、設置に要する期間が長期化してい

るなどの課題解決のために、平成31年度から「個人設置型」による整備を推進する。

１．浄化槽設置整備事業補助金 75,472千円

○補助金額
10人槽以下の住宅等 ・・・設置費用の9/10以内の額
11人槽以上の住宅等 ・・・設置費用の5/10以内の額
共同住宅又は事業所等・・・設置費用の5/10以内の額

○設置基数
5人槽 ・・・23,496千円 （31基）
7人槽 ・・・43,648千円 （44基）
10人槽・・・ 5,292千円 （4基）
80人槽・・・ 3,036千円 （1基）

２．私設汚水管設置費補助金 804千円（9件）
私設汚水管を設置する方に工事を行う経費の一部に対し補助を行う。

３．排水設備設置促進事業補助金 3,100千円（31件）
高齢者（65歳以上）または子供（18歳未満）がいる世帯が設置する排水設備の工事費に対し補助を行う。

４・水洗便所等改造資金融資利子補給補助金 37千円
水洗便所への改造や排水設備の工事を行う方に改造資金の融資あっせんを行い、その融資を行う金融機関

に利子補給を行う。

５・その他（協議会負担金等） 52千円

16250000 建設部 下水道 多田 弘市
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○

生活に必要な基盤が整い、快適に暮らしています

し尿を収集・運搬、処理するために本事業を開始した。

○し尿汲取り業務及び汲取り手数料の収納事務の委託 131,812千円

○北上地区広域行政組合分賦金の支出（し尿処理分） 169,791千円

し尿処理事業費

担当課長

事業手法の詳細１

し尿処理事業 R1 301,603千円（H30 298,985千円 前年度比 +2,618千円）

１ し尿汲取り業務及び汲取り手数料の収納事務の委託 131,812千円（+1,800千円）
＜内訳＞
汲取り委託料（単価18リットル当たり118.8円） 127,122千円
汲取り手数料収納事務委託料

（手数料収納額に100分の4を乗じた額に消費税加算） 4,690千円

２ 北上地区広域行政組合分賦金の支出（し尿処理分） R1 169,791千円（+8,023千円）
花巻・石鳥谷・大迫・東和地域のし尿等を共同処理している。
構成市町：花巻市、北上市、西和賀町
＜内訳＞総務費分賦金 17,769千円（+2,519千円）

（し尿分賦金と火葬分賦金の合計額を関係市町の割合で算出）
し尿処理分賦金 152,022千円（+5,504千円）

（経常費分：均等割25％、人口割75％ 公債費分：人口割100％）

※北上地区広域行政組合分賦金（花巻市全体分）
分賦金合計 193,912千円
＜内訳＞ 総務費分 20,294千円（火葬場分 2,525千円、し尿処理分 17,769千円）

火葬場分 21,596千円
し尿処理場分 152,022千円
※総務費は、火葬場経常費分賦金額・し尿処理経常費分賦金額の割合で按分

□ 紫波、稗貫衛生処理組合市町分担金＜皆減＞（△7,205千円）
紫波、稗貫衛生処理組合は平成30年度末で解散

15100000 市民生活部 生活環境 松原 弘明
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※色付きのセルのみ入力してください。また、行・列の挿入や削除は絶対に行わないでください。 （単位：千円）

単位：千円

１．水洗便所等改造資金融資利子補給補助金

融資あっせんの概要

融資限度額 一戸建　1,300千円

共同住宅1世帯につき500千円、ただし建物1棟あたり3,000千円
償還期限 10年以内
融資利率 市長が融資機関と協議して定めた利率　R1：2.0％
利子補給 全額補給
※供用開始後3年以内の条件はＨ26から撤廃
融資あっせん制度利用状況

利子補給額の推移

～

　

水洗化促進事業（特定地域生活排水）

117 132 173 214 88
件数 15 15 16 20 10
金額

既貸付
9

81

新規
1
7

H31内訳

事業説明資料

Ｈ31

平成 31 年度 事業説明資料 【 】

項会計 款

事後評価
多田　弘市担当課長

《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

担当部署 部名 建設部 課名 下水道課

30年度
決算額(A)

31年度
決算額(B)

次年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費
958 88

水洗便所への改造や排水設備の工事を行う方に改造資金の融資あっせんを行い、その融資
を行う金融機関に利子補給を行う。

財
源
内
訳

国・県

地方債

2 1
△ 870 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 H30

件数 1 5

部重点施策における目標

年度〕事業期間

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目

01

事業ｺｰﾄﾞ

814060

下水道の普及を促進し、水洗化率の向上を図るため、平成元年、旧花巻市を初めとして補助金制
度を創設した。条例により市設置型浄化槽の設置者は、工事の完了から１年以内に排水設備を設
置することとなっており、早期の接続と市民の経済的負担を軽減することを目的に創設された。

一般財源 958 88

事業名

年度 平成

汚水

△ 870

意見・要望等の状況（市政懇談会や支所執務、議会答弁対応その他意見・提言等）

事業概要

01 01 水洗化促進事業（特定地域生活排水）

※特定財源の内訳

その他

単年度繰返 期間限定 〔平成

事業開始の背景・経緯

下水の適切な処理。

○水洗便所等改造資金融資利子補給補助金
　水洗便所への改造を行う者に対し融資あっせんと利子補給を実施。

H31
1



※色付きのセルのみ入力してください。また、行・列の挿入や削除は絶対に行わないでください。 （単位：千円）

単位：千円

１．委託費　67,499,600円
○下水道整備
　調査設計業務　18,216,000円（交付金対象18,000,000、市単独216,000）

○浄化センター長寿命化
　大迫浄化センター改築更新実施設計等　 4,508,100円
　東和浄化センター改築更新実施設計等　 6,518,200円
○管路施設改築更新（ストックマネジメント）
　汚水MHP設備改築更新実施設計・花巻　2,772,000円
　マンホール鉄蓋改築更新実施設計　3,091,000円
　汚水MHP設備改築更新実施設計・大迫　1,408,000円
○管路施設改築更新（ストックマネジメント対象外）
　ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ等更新業務　9,658,000円
　汚水処理施設台帳システム更新業務　1,326,600円
○ 公共汚水桝設置　20,001,700円（34件）

２.工事費　549,244,380円
○下水道管渠整備　429,325,040円　（交付金対象336,197,800、起債対象93,127,240）
　本館1件、北湯口・大畑6件、二枚橋1件、江曽・小森林4件、八幡1件

～ ○施設統合管渠整備　79,025,100円　（交付金対象）
　葛・田力地区農集排施設接続管渠　     55,061,600円
　湯口住宅団地ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗﾝﾄ施設接続管渠　23,963,500円
○公共汚水桝設置　12,083,040円（21件）
○浄化センター長寿命化工事

　大迫浄化センター設備更新　 6,316,200円
　東和浄化センター設備更新　18,064,200円
○取付管工事　　　　　　　　 4,430,800円

【財源】
交付金対象　委託費及び管渠整備工事費：交付金1/2、起債1/2
　　　　　　浄化センター長寿命化委託費：交付金5.0/10、起債5.0/10
　　　　　　浄化センター長寿命化工事費：交付金5.5/10、起債4.5/10
起債対象　　全額起債（下水道管渠整備費は一部負担金あり）
単独　　　　市費

　

３．その他　68,807,086円

※H30→H31繰　　　　147,833,440円
委託費　 22,893,600円（東和・大迫浄化センター委託、汚水MP委託等）
工事費　124,939,840円　（管渠整備工事、東和・大迫浄化センター更新工事等）

公共下水道事業（4条）

目

01

事業ｺｰﾄﾞ

一般財源 59,595

事業名

年度 平成

61,347

下水道 01 01 公共下水道事業（4条）

※特定財源の内訳

その他 61,347

単年度繰返 期間限定 〔平成

事業開始の背景・経緯

事業概要

○下水道管渠布設等工事
○管渠詳細設計等業務委託
○工事及び受益者負担金説明会の開催

事業説明資料

意見・要望等の状況（市政懇談会や支所執務、議会答弁対応その他意見・提言等）

部重点施策における目標

年度〕事業期間

59,595

地方債 402,000 402,000
財
源
内
訳

国・県 310,443 310,443

833,385 833,385

30年度
決算額(A)

31年度
決算額(B)

次年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費

担当課長

《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

担当部署 部名 建設部 課名 下水道

平成 31 年度 事業説明資料 【 】

項会計 款

事後評価
多田　弘市



※色付きのセルのみ入力してください。また、行・列の挿入や削除は絶対に行わないでください。 （単位：千円）

単位：千円

１．実施設計等委託費　　　　21,701,740円

調査計画設計積算(機能強化)業務委託　10,451,100円
（交付金対象6,550,000　市単独3,901,100）

湯本南方地区工事費積算業務 265,100円（交付金対象265,000　市単独100）
大北地区工事費積算業務　　　       66,000円（交付金対象）
三日堀地区実施設計積算業務　 2,365,000円（交付金対象）
西南地区調査計画業務    2,494,000円（交付金対象）
西南地区計画概要書作成業務  2,346,000円（市単独）
ｲｰﾊﾄｰﾌﾞ長根地区調査計画業務    1,360,000円（交付金対象）
ｲｰﾊﾄｰﾌﾞ長根地区計画概要書作成業務 1,555,000円（市単独）

西南地区道の駅接続管路測量設計積算業務　 2,179,440円（市単独）
湯本北部地区4号中継ポンプ槽No.1ポンプ更新業務 388,800円（市単独）
長根地区ブロワー交換業務 1,242,000円（市単独）
湯本南方地区ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ原水電磁流量計交換業務1,650,000円（市単独）
三日堀浄化センター記録計交換業務委託 1,100,000円（市単独）
最適整備構想追加策定業務 1,650,000円（市単独）

～ 公共桝取付業務（5件） 3,040,400円（市単独）

２．機能強化等工事費　　　　83,926,740円

機能強化工事　52,793,400円（交付金対象）
（交付金対象52,792,000円　市単独1,400）

湯本南方地区機能強化工事 18,571,300円（交付金対象18,571,000　市単独300）
大北地区機能強化工事 4,675,000円（交付金対象4,674,000　市単独1,000）
三日堀地区機能強化工事 29,547,100円（交付金対象29,547,000　市単独100）

西南道の駅管渠整備工事　 25,759,800円（市単独）

公共桝取付工事（7件）　　 5,373,540円（市単独）

　 ３．事務費　339,575円

※H30→H31繰　　　　12,265,720円
調査計画設計積算(機能強化)業務委託　117,720円（交付金対象78,000　市単独39,720）
大北地区工事費積算業務 117,720円

機能強化工事　12,148,000円（交付金対象11,548,000　市単独600,000）
大北地区農業集落排水施設機能強化工事 12,148,000円

農業集落排水事業（4条）

平成 31 年度 事業説明資料 【 】

項会計 款

事後評価
多田　弘市担当課長

《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

担当部署 部名 建設 課名 下水道課

30年度
決算額(A)

31年度
決算額(B)

次年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費
118,234 118,234

財
源
内
訳

国・県 35,484 35,484

地方債 37,300 37,300

14,060

部重点施策における目標

年度〕事業期間

事業概要

○実施設計等
　汚水処理施設及び管路施設の実施設計作成等
○機能強化工事
　汚水処理施設及び管路施設の更新・改築等工事

事業説明資料

意見・要望等の状況（市政懇談会や支所執務、議会答弁対応その他意見・提言等）

単年度繰返 期間限定 〔平成

事業開始の背景・経緯

汚水処理の適切な処理

目

01

事業ｺｰﾄﾞ

農業集落排水は、農村地域の生活環境の改善と公共用水域の水質保全を北敵に事業開始し平成22
年度に全地区の施設整備が完了した。現在は早期に供用開始した施設を中心に経年変化による老
朽化が進んでいることから、施設全体で計画的かつ効率的な老朽化対策に取り組んでいる。

一般財源 14,060

事業名

年度 平成

31,390

下水道 02 01 農業集落排水事業（4条）

※特定財源の内訳

その他 31,390


